
 

■ 第１回開発企業向け固有技術探索活動説明会（会員限定） 

会員企業の皆様が次世代自動車に対応するためには、自社の「固有技術」を認識、活用し、

レベルアップを図ることによって、次世代自動車に搭載される部品を開発・設計、製造・販売

していくことが必要です。 

そのため、次世代自動車センター浜松では、毎年、会員企業様が持つ「固有技術」の見える

化の手法として「固有技術探索チャート」を作成し活用するための「開発企業向け固有技術探

索基礎講座」を開催しています。 

今回、今年度の基礎講座を開催するにあたり、当センターの望月センター長を講師として、

固有技術探索活動の取組み、固有技術探索チャートの概要、基礎講座の進め方などについての

説明会を Web形式で開催しました。 

 

■日 時 ： 令和６年９月５日（木）13時 30分～14時 40分 

■場 所 ： Ｗｅｂ形式 

■参加者 ： １５社／３７名 
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【参加者の声】 

 

・自社のノウハウを改めて、調査し、営業活動の強みになると思った。 

・今回のセミナーを受けてチャートを実際に作ってみようと思った。 

・保有技術の棚卸しなど考え方について大変参考になった。チャートに整理することで課題

への気づきになることは有用だと思った。 

・弊社は数年前に実施したが、その時よりも作成の考え方、目的が具体化されていて、改め

て、考え方の参考になった。 

・発想の転換、新しいモノ・コトへのチャレンジをするための手法として興味深かった。 

・変化に対応していくには固有技術を応用していくことが重要だと感じた。 

・固有技術を探し出すことが、技術の強みを探し出すことになることがわかった。 

・自社の固有技術は重要であり、それを理解するためには自社製品の工程を細かく分解し、

技術の棚卸をすることが重要だ。 

・保有技術のリストアップまではできても、固有技術かどうか判断するのに経験や知見が必

要で、重要なポイントだと思った。中小企業だけでなく、カーメーカーでも保有技術及び

固有技術のリストアップは必要だと思った。 

・とても興味深い内容だった。活動も素晴らしいが、固有技術を探し出す手法が特に勉強に

なった。自部門の業務棚卸に似たよう手法が使えるのではないかと思った。 

・次世代自動車センターの活動の根幹が理解できる内容だった。全体を通じて非常にわかり

やすく説明いただいた。”伴走支援”という活動方針に感銘を受けた。 

・固有技術探索チャートは、決められた物差しで評価できる指標として大変参考になった。 

・固有技術探索チャートを活用して自社の固有技術を把握するという内容は理解できた。 

・講師の説明内容や話し方、進め方がわかりやすかった。 

・資料内容が詳細かつ説明が丁寧で理解しやすかった。 

・説明内容としては資料に準じて説明いただき、明確だった。 

 

 


